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〔序章〕 
 1980 年代を境として日本の総婚姻数に占める国際結婚の割合は急増した（2006 年時点全国で

6.1％、東京都区内で 10.1％）。現在の日本において、家庭と言う最も身近な場で、着実に国際化が進ん

でいることが窺える。国際結婚は、異なった文化背景を背負った男女が夫婦となるために、１つ屋根の下

で２つの文化が共生し共存せざるをえない状態である（布施 2000：57）。その日常生活はつねに異言語・

異文化との出会いと衝突、そしてそれに対処するためのインターアクションの連続であろう。 
近年の国際結婚の組合わせをみると、アジア人女性と日本人男性の組合せが圧倒的多数を占めてい

る。しかし、彼らは「サイレント・マジョリティ」（河原 2009：307）であり、彼らに関する研究は少ない。特に首

都圏在住の外国人配偶者に焦点を絞った研究はほとんど見当たらない。 
本稿は、首都圏在住外国人配偶者である対象者 3 名のインターアクションについて、母語話者とのイ

ンターアクション（社会言語能力およびコミュニケーション能力を中心に）と、主に日本人家族とのインター

アクション（社会文化問題とその対処の事例を中心に）、について、複合的な調査データをもとに、記述、

分析・考察した事例研究である。 
 
〔第１・2 章〕 
 第 1 章では、3 名の調査対象者、4 つの調査方法、および、分析方法について記した。調査方法は、①

接触場面初対面 1 時間会話、②フォローアップ・インタビュー、③フィールド・ノート、④評定者パネルによ

る評定、の 4 調査を実施した。分析方法としては、ネウストプニー(1995)の「言語管理理論」を分析の基礎

に据え、関連するその他の先行文献の知見を援用しながら分析を進めた。 
 第 2 章では、日本在住外国人配偶者を概観し、次に、地方在住外国人配偶者との対比から、首都圏在

住外国人配偶者の特徴を抽出するという手法をとった。その結果、本稿の対象者 3 名は、「いわゆる自然

習得者」であり、「自由意思による結婚」によって生じた強い自己決定観や自己責任観を持つ人々である

ことが判明した。 
 
〔第 3・4 章〕 
 この両章では、外国人配偶者と日本語母語話者とのインターアクションから、「外国人配偶者にとって必

要な日本語能力とはどのようなものか」を記述、分析・考察した。 
 第 3 章では、「事前調整」と「話題管理」から、3 名の外国人配偶者の社会言語能力を中心に検証を

行った。第 4 章では、接触場面初対面 1 時間会話の参加者双方（外国人配偶者と日本語母語話者）のコ

ミュニケーション能力を客観的に把握するために、日本語母語話者 12 名による評定者パネルを構成し評

定を行った。 
 両章の結果、コミュニケーション問題解決のために不可欠な社会言語能力を工夫しつつ適切に運用出

来る対象者 3 名は、いわゆる自然習得の成功者であることが判明した。しかしながら、外国人配偶者が日

本で暮らしていく上で重要になってくるであろう“友好的な人間関係構築”という観点からは、3 名それぞ

れの問題点が垣間見えてきた。また、母語話者側の意識やコミュニケーション能力が、異文化間コミュニ

ケーションの成果に及ぼす影響が、予想以上に大きいことが判明した。 
 
〔第 5・6 章〕 
 この両章では、外国人配偶者と日本人家族とのインターアクションに焦点を当てて、「日本で日本人の

家族として生きるとはどのようなことか」を、記述、分析・考察した。 



 第5章では、メインデータ（接触場面初対面1時間会話）の共通話題項目と独自話題項目の分析を通し

て、対象者 3 名に共通の社会文化問題と、個別の社会文化問題とを特定し、それぞれについて分析し、

考察を行った。 
 第 6 章では、3 名の個別の社会文化問題と、その問題に対して各々がどのようなインターアクションを

行ったのかを記述し、分析・考察した。 
 その結果、対象者 3 名は、「インターカルチュラル・スピーカー」（宮副ウォン・吉村 2005）として、異なる

言葉と多様な文化の橋渡しをしながら、日本人の家族として日々の生活を築いていることが明らかになっ

た。 
 
〔終章〕 
 今後の課題は以下の 3 点である。 

第 1 は、調査対象者の数を増やすことである。さらに多くの対象者に調査を実施することにより、外国人

配偶者のインターアクション全般の解明を進めることができるだろう。 
第2は、有効な日本語支援のために、いわゆる自然習得の弱点を具体的に明らかにし、実施可能な対

処法を探ることである。 
 第 3 は、本研究の対象者の追跡調査である。本研究は対象者 3 名の国際結婚の第一ラウンド（結婚後

5 年以内）に関しての研究であったが、今後、第二ラウンド（結婚後 5 年以降）の追跡調査がなされれば、

外国人配偶者のインターアクションのより総合的な理解の一助に成り得ると考える。 
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